
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologloal 　Soolety 　 of 　Japan

B109

2004〜 06年干天、2015年冷夏、 2020年冷夏、2022〜 28年2年間と4年間の大凶冷を予測
正　村　史　朗　　（総合科学研究所）

半世紀前 にわれわれ は 「太陽活動の変動の法則」

を発見 し、それに基づ い て 1年の ずれさえ希で ある

驚 くほど正確な 「気象の 120 年周期」 を発見 した。

　太陽活動 は、 α 周期（4年で獸 6年圃 、になる10年醐）とβ周

期（6年で獣6年で極小になる12年周期）の 正副 2 っ の基礎周期に よ

っ て構成 され る 。 そ して太陽活動には α周期型 の カ

ーブ をとる ア ル フ ァ 期 （〈1901〜1960年〉±120年xn，60年間）

とβ周期型の カーブを とるベ ー
タ期（〈1961〜2020年〉±

120年Xn、60年間）が交互 に交替す る とN ・う特色の ある 1

20 年の 、 α 周期 とβ周期の 合成周期が存在する 。

　 こ の 「太陽活動の 変動の 法則」の 発見か ら、天明

天保系の 大凶冷群、享保嘉永系の 大干ば っ 群などの

発生が事前 に予測可能にな っ た 。 そ して 「この 大冷

害と大干ば つ に備えて竹林（天縣はハ チ噸、 享縣はマダ嬾）が

  ベ ータ期の 最初の 周期の 1971 〜 73 年 には太

陽活動は極大か ら極小に向い 、 そ の 下降曲線はかな

り珍 しい 段落の あるカ
ーブを描 き、 こ の 段落の あ る

1971 〜 73 年に享保 、 嘉永クラ ス の 3年間連続

120 年 ごとに
一一

斉に開花する」 こ とを発見 した 。

と こ ろ で 「自然科学法則」は 「実証」を必要 とす

る 。 そ こで 次の諸点に つ いて本学会や 新聞著書等で

予測 し発表 して きたが 、 それ らはすべ て 半世紀にお

の 大干ばつ 群が発生す る こ とが予測 され たが 、 事実、

そ の 通 り経過 し、 それ らが 「実証」 された。 なお予

測通 り全国で竹林 （マ ダケ類）が一斉 に開花 した 。

  1993 〜 94 年に は太陽活動が極大か ら極小 へ

段落を描い た後、 大気大環流は南北 に蛇行 し、冷夏、

干ば っ などの極端な気候が発生するこ とが 予測 され

たが、 1993 年が冷夏にな り、 1994 年が干天

にな り、それ らが 「実証」された 。

  1997 〜98 年の 太陽活動の極小か ら上昇途中

に干ばっ と冷夏が発生するこ とが予測 されたが、 1

997 年が 干天にな り、 1998 年が冷夏 にな り、

それ らが 「実証 」 され た 。

［今後 30 年間の予測］

  直近で は 2004 〜 2006 年にチベ ッ ト高層高

よぶ 「自然の 実験」に よ っ て 「実証」 された 。 気圧が発達 し、 偏西風が北上 して 、 こ の 間に 2 年な

［半世紀にわた る 「実証」の経緯］

  ア ル フ ァ 期の最後の周期で あ る 1953 〜 54 年

には太陽活動 は極小にな り、 1956 〜 59 年には

過去 120 年来最大級の振幅に な り、 夫々 2年連続

と 4年連続の 天保の 大凶冷クラ ス の 大冷害群が 発生

い し3年の 干天の 発生が予測 される 。

する （1955 年には極小か ら極大に向い高温豊作

とな る）こ とが予測 され たが 、 それ らの 時期 に 偏西

風 は大 き く蛇行
・
して その通 りに な り 「実証」 され た 。

  理論上 、 1901 〜 1960 年の ア ル フ ァ 期に は

太陽周期は平均 10 年強で あ り、 そ の 極小期 、 極大

期 に偏西風 は大き く蛇行 して冷夏が多 く発生 し、ベ

ータ期 に入 っ た 1961 年か らは太陽周期は 12 年

弱 に長 くな り、 チ ベ ッ ト高層高気圧が発達 し偏西風

が北上 して 干ばっ が発生す るこ とが比較的多 くなる

の で あるが、事実 1961 年か らは太陽周期 は平均

  2015 年 に偏西風が大き く蛇行 し冷　に なる 。

  2020 年に偏西風が 大き く蛇行 し冷夏に なる 。

  現在のべ 一タ期は 2020 年で 終 り、 2021 年

か らアル フ ァ 期に移行す るの で 、 太陽活動周期はそ

れまでの平均 12 年弱か ら10 年強に代わ り短 くな

る 。 その最初の太陽活動周期の振幅は 180〜200の 最

大級に な り、 こ の 最初の 周期 に、天明系の 大凶冷群

（2022 〜 23 年 に太陽活動は極小期に な り偏西

風 は大 きく蛇行 して 2年 間連続の 大冷夏が発生 し、

2024 年の 太陽活動の 上昇期に チベ ッ ト高層高気

圧が北偏 し1年間の 暑夏が発生 し、 2025 〜 28

年に太陽活動は極大期に なり偏西風 は大 きく蛇行 し

て 4年間連続 の大冷夏）が発生する
。

こ の と きに は 、

竹林 （ハ チク類）が 日本全国で 全面的に一斉に 開花

12 年弱に長 くな り、干 ばっ の 発生が比較的多 くな

るな どその 通 り経過 しっ っ あ り 「実証」 されて きた 。

す る。 飢饉 （姻帥大干ばっ）に 際し竹が 120 年ごと に 開

花す る とい う古来か らの 伝承は真実だ っ た の で あ る 。
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